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God knows という言語表現は本来、「神のみぞ知る」という意味から派生して「誰も知らな

い」という意味を表す。COBUILD（改訂第３版）はGod knowsという言語表現の意味を次の

ように示している。 

 

1. You can say God knows, God only knows, or God alone knows to emphasize  

that you do not know something.   

2. If someone says God knows in reply to a question, they mean that they do not  

know the answer. 

 

Jespersen (1917)は、様々な間接否定表現をその使用文脈との関連で考察しているが、God 

knows もその一例として取り上げられている。それによれば、この言語表現は、英語だけ

でなく様々な言語で ‘I don’t know’ という意味を表わすのに用いる常套手段になっていると

ともに、時に、強い誓言としても使われている。しかし、Jespersen (1917)はこれ以上の分析

を行ってはおらず、他の間接否定表現との関連性も述べられてはいない。 

また、山梨（2000）は、日本語の「外」、「越える」、「ほど遠い」、「不足している」などの空

間を含意する言語表現が間接否定の意味を表すことがあるという事実を認知言語学的な視点

から考察している。しかし、God knowsは空間表現ではないため山梨（2000）の議論の中に

は組み込まれていない。本発表では、God knowsの認知的基盤をその使用文脈に注目して考

察していく。 

God knowsが否定的な意味を表すようになった背後には、キリスト教と聖書の普及があった

と思われる。長い期間をかけて聖書が普及したおかけで、クリスチャン以外の人でも、God

（小文字のgodではなく）が何であるかは分かる。God は至高の存在、すなわち“the creator 

and ruler of the universe and source of all moral authority”であり、“the supreme being” である（cf. 

ODE “God”より）。一見したところGodは、山梨(2000) が述べている「外」、「越える」、「ほ

ど遠い」、「不足している」という空間表現とは関連がないように思われる。しかし、人類全

体を容器に喩えると、Godはその容器の「外」の存在であり、その容器を「越えた」存在で

あり、その容器から物理的に「ほど遠い」ところにいる存在であると考えられる。また、人

類には少なくとも、Godのような絶対的な力は「不足している」。Godは、その意味で、間接
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的にではあるが、山梨(2000)の空間性を含意していると考えられる。 

COBUILD（改訂第３版）の記述からGod knowsはGod only knows あるいはGod alone knows 

で用いられることもあるのが分かる。従って、この最上で、最強の存在が知っているという

ことは、その存在以外は分からないということになる。God knowsが「神ではない人間は、

誰も知らない」という意味を伝えるのはこのためである。 

Jespersen(1917)は、否定詞を強める方法はいろいろあると述べている。それらの中の一つと

して、何か非常に小さいものを意味する実名詞を従接詞(subjunct) として用いる場合があると

いう。絶対的に、唯一の存在であるGod自体が‘強意’を含意していると思われる。 

大沼（1973）は、Monroe knows that Paris is the capital of Sweden.と Monroe thinks that Paris is the 

capital of Sweden.を比較して、前者の場合にのみ、Monroe だけでなく話者の無知をも露呈す

る文となることを指摘している。これは knowが叙実動詞であるためであり、叙実動詞にお

いては、話者は補文(complement) の内容を事実であると認めているという（話者が補文の

内容を真であると信じていること）前提に立っているからであるという。したがって、Monroe 

does not know that Paris is the capital of Sweden.のように否定文にしても、上で述べた事情は変わ

らないと述べている。 

God knowsにおいては、通常補文で表されるknowの内容も失われ、質問に対して答えると

いう限られた文脈内で用いられる（cf. COBUILD “God knows”2）。 この状況において、God 

knowsが語用論的に派生した「神ではない人間は、誰も知らない」という意味を表すように

なっているという事実から、この用法の成立はTrangott &Konig (1991)の示す第２の主観化（外

界の）に相当する変化であるといえる。本発表では、さらに “God knew”の事例にも注目し、

この文が使われる文脈なども考慮していく。以上のような議論をもとに、本発表では、God 

knowsの意味を山梨の研究と関連させて認知図式を使って表してみる。 
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